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1． 経緯
品川区では、平成30年度より「ヒカリの水辺プロジェクト」として水辺のにぎわい創出を目的として橋梁ライトアップ事業に取り組んできた。
令和６年度に策定した「品川区水辺利活用推進計画」に基づき、これまで整備した施設の一層の活用や新たなライトアップの演出や手法等について照明デザイナー監修のもと検討を行い、水辺空間の更なる充実を図ることとしている。
あわせて、一部のライトアップ施設において不具合が見られるなど今後の維持管理が課題となっていることから、持続可能なライトアップに向けた検討を実施する。
令和７年８月から11月にかけて実施した「簡易型プロポーザル方式」により当該業務の履行に最も適した事業者を受託者として特定、令和７年12月に契約を締結し検討を開始したところであり、今後試行実施等を予定しているため報告する。

２．受託者
　　パナソニック株式会社

３．主な検討スケジュール（案）
令和７年度　　　ライトアップ試行実施（第Ⅰ期）
令和８年度　　　ライトアップ試行実施（第Ⅱ期）
　　（仮称）水辺のライトアップ構想策定
　　ライトアップ施設の基本設計
令和９年度　　　ライトアップ施設の実施設計

４．試行実施（第Ⅰ期）について
（仮称）水辺のライトアップ構想策定に先立ち、照明デザイナー監修による試行を実施する。実施後には目黒川を利用する区民や舟運事業者、地元団体等を対象にアンケートによる効果の検証を実施し、その結果を構想策定や基本設計に反映するものとする。

実施概要
実施期間　令和８年３月（約１か月間）
実施場所　品川橋（南品川一丁目4番地先、北品川二丁目30番地先）
実施内容　・護岸へのライトアップ器具の追加および既設器具の配置の再検証
　　　　　・クラウドを活用したプログラムやスケジュールの変更等システムの有効性検証



